
La voz andina
Cantos y bailes ayacuchanos en el Perú

ア
ン
デ
ス
を

わ
た
る
声

ペ
ル
ー
、ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
地
方
の

こ
と
ば
・
う
た
・お
ど
り

お問い合わせ
國學院大學文学部　笠間研究室
Tel: 03-5466-6270
Fax: 03-5466-4814
E-mail: kasama@kokugakuin.ac.jp

出
演
――
イ
ル
マ
・
オ
ス
ノ
（
音
楽
家
、
法
政
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　　　　　　後
藤
雄
介
（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
教
授
）

司
会
――
笠
間
直
穂
子
（
國
學
院
大
學
文
学
部
准
教
授
）　

日
時
――
2
0
1
7
年
12
月
2
日
（
土
）
15
時
―
17
時
（
14
時
30
分
開
場
）

会
場
――
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
5
号
館
5
3
0
1
教
室

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

國
學
院
大
學
文
学
部
講
演
会
／

外
国
語
文
化
学
科

《
多
言
語
・
多
文
化
の
交
流
と
共
生
》

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



La voz andina
Cantos y bailes ayacuchanos en el Perú

　会場アクセス
・渋谷駅から徒歩約13分
　または都営バス（渋谷駅東口バスターミナル
　54番のりば　学03日赤医療センター行）「国学院大学前」下車
・恵比寿駅から徒歩約15分または都営バス（恵比寿駅西口ロータリー

1番のりば　学06日赤医療センター行）「東四丁目」下車
・表参道駅B1出口から徒歩約15分

　
　　　　　　　イ
ル
マ
・
オ
ス
ノ 

　　　　　　　　　Irm
a O

sno

ペ
ル
ー
、
ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
地
方
ウ
ア
ル
カ

ス
村
生
ま
れ
。
12
歳
ま
で
ケ
チ
ュ
ア
語
の

み
を
話
し
、
地
元
の
伝
統
文
化
の
な
か
で

育
つ
。
戦
禍
を
避
け
て
首
都
リ
マ
に
移
住

後
、
大
学
で
教
員
資
格
を
と
り
、
中
学
・

高
校
で
ス
ペ
イ
ン
語
教
員
を
つ
と
め
る
。

同
時
に
サ
ン
・
マ
ル
コ
ス
大
学
で
民
族
舞

踊
を
学
び
、
ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
民
族
舞
踊
団

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
。
2
0
0
7
年
よ
り

秩
父
在
住
、
歌
手
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

し
て
活
動
中
。
笹
久
保
伸
と
の
共
作
ア
ル

バ
ム
『
ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
の
雨
』（
2
0
1
3
）

に
続
き
、
本
年
、
初
ソ
ロ
ア
ル
バ
ム
『
タ

キ
　ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
』
を
リ
リ
ー
ス
。

�
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rai

國
學
院
大
學
文
学
部
外
国
語
文
化
学
科

《
多
言
語
・
多
文
化
の
交
流
と
共
生
》

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

國
學
院
大
學
文
学
部
外
国
語
文
化
学
科
で

は
、
実
践
的
な
英
語
学
修
と
と
も
に
、
第

二
外
国
語
の
修
得
に
も
力
を
入
れ
、
多
様

な
言
語
・
文
化
に
開
か
れ
た
真
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
間
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
学
科
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

2
0
1
5
年
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
ち

あ
げ
、
複
数
の
言
語
・
文
化
が
交
わ
る
現

場
に
着
目
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
開
催
イ
ベ
ン
ト

2015.7	

映
画
『
異
境
の
中
の
故
郷
』
上
映

会
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

2015.10	

ワ
エ
ル
・
ク
デ
講
演
会「
い
ま
、
レ

バ
ノ
ン
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
」

（
文
学
部
講
演
会
）

2016.7	

Ky
＋
ゲ
ス
ト
「
旅
す
る
音
楽
」コン

サ
ー
ト

2016.12	

ぱ
く
き
ょ
ん
み
講
演
会
「
こ
と

ば
と
出
会
う
」（
文
学
部
講
演
会
）

2017.7	

松
田
美
緒
ラ
イ
ヴ
＆
ト
ー
ク

「
越
境
す
る
う
た
」

ペ
ル
ー
南
部
、
ア
ン
デ
ス
高
地
に
位
置

す
る
ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
地
方
。
民
謡
の
宝

庫
と
も
い
わ
れ
豊
か
な
伝
統
文
化
が
息

づ
く
地
に
生
ま
れ
た
イ
ル
マ
・
オ
ス
ノ

は
、
12
歳
ま
で
ケ
チ
ュ
ア
語
の
み
を
使

い
、
羊
飼
い
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
ま
し

た
。
首
都
リ
マ
で
教
員
と
な
っ
て
か
ら

は
、
ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
民
族
舞
踊
団
の
一

員
と
し
て
故
郷
に
伝
わ
る
音
楽
と
ダ
ン

ス
を
実
践
。
現
在
は
日
本
に
住
み
、
ス

ペ
イ
ン
語
・
ケ
チ
ュ
ア
語
を
教
え
る
か

た
わ
ら
、
ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
の
歌
と
踊
り

を
ベ
ー
ス
に
し
た
独
自
の
音
楽
活
動
を

つ
づ
け
て
い
ま
す
。

「
歌
や
ダ
ン
ス
は
、
私
に
と
っ
て
生
き

る
こ
と
と
同
じ
。
だ
か
ら
、
ど
こ
に
い

て
も
や
り
ま
す
」
と
イ
ル
マ
・
オ
ス
ノ

は
言
い
ま
す
。
彼
女
の
身
体
に
や
ど
る

ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
の
暮
ら
し
と
芸
能
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン

カ
帝
国
で
使
わ
れ
て
い
た
ケ
チ
ュ
ア
語

と
は
、
ど
ん
な
言
語
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
思
想
文
化
史
を
専
門

と
し
、
ペ
ル
ー
事
情
に
詳
し
い
後
藤
雄

介
教
授
と
と
も
に
語
り
ま
す
。
音
楽
と

ダ
ン
ス
の
実
演
も
お
こ
な
い
ま
す
。

（
使
用
言
語
―
―
日
本
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
。
ス

ペ
イ
ン
語
に
は
日
本
語
通
訳
が
つ
き
ま
す
）

國學院大學渋谷キャンパス
5号館5301教室
〒150-8440　
東京都渋谷区東4-10-28

　
　　　　　　　　後
藤
雄
介 

　　　　　　　　　　Yusuke G
oto

1
9
6
4
年
、
埼
玉
県
生
ま
れ
。
東
京
外

国
語
大
学
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
卒
業
。
同
大

大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
一
橋
大
学
大
学

院
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
1
9
9
0

―
9
1
年
、
ペ
ル
ー
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

に
留
学
。
2
0
1
1
―
1
2
年
、
ペ
ル
ー

問
題
研
究
所
の
客
員
研
究
員
と
し
て
２
度

目
の
ペ
ル
ー
長
期
滞
在
。
現
在
、
早
稲
田

大
学
教
育
学
部
教
員
。
専
門
は
ペ
ル
ー
の

作
家
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ア
ル
ゲ
ダ
ス
を
中

心
と
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
思
想
文
化
史
。

著
書
に
『
語
学
の
西
北
─
─
ス
ペ
イ
ン
語

の
窓
か
ら
見
た
南
米
・
日
本
文
化
模
様
』

（
現
代
書
館
）、
共
訳
書
に
『
ホ
セ
・
マ
ル
テ

ィ
選
集
３
─
─
共
生
す
る
革
命
』（
日
本
経

済
評
論
社
）、
ほ
か
。




